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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可変電源と、
　第１入力端子が前記可変電源に接続される第１アンプと、
　前記第１アンプの出力端子と外部端子との間に接続されるセンシング抵抗と、
　前記センシング抵抗の両端に第１入力端子及び第２入力端子がそれぞれ接続され、出力
端子が前記第１アンプの第２入力端子に接続される第２アンプと
　を備え、
　前記センシング抵抗を経由して前記外部端子に電流を供給し、または前記外部端子を経
由して電流をシンクするために、前記可変電源は正極性又は負極性の電圧に変換されるこ
とを特徴とする電流源。
【請求項２】
　前記第１アンプの前記第１入力端子は正極性入力端子に設定され、前記第２入力端子は
負極性入力端子に設定されることを特徴とする請求項１に記載の電流源。
【請求項３】
　前記第２アンプの第１入力端子は前記センシング抵抗と前記第１アンプの出力端子との
間に接続され、第２入力端子は前記センシング抵抗と前記外部端子との間に接続されるこ
とを特徴とする請求項１または２に記載の電流源。
【請求項４】
　前記第１アンプの第２入力端子と前記第２アンプの出力端子との間に接続される第１抵
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抗と、
　前記第１アンプの第２入力端子と前記第１アンプの出力端子との間に接続される第１キ
ャパシタと
　を更に備えることを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載の電流源。
【請求項５】
　画素と、
　前記画素に第１電流を供給し、または前記画素から第２電流をシンクするための電流源
と、
　前記第１電流が前記画素に含まれている有機発光ダイオードを経由して供給される時に
印加される第１電圧を第１デジタル値に変換し、前記第２電流が前記画素に含まれている
駆動トランジスタを経由してシンクされる時に印加される第２電圧を第２デジタル値に変
換するためのアナログデジタル変換部と、
　第１デジタル値及び第２デジタル値を格納するためのメモリと、
　前記メモリに格納された第１デジタル値及び第２デジタル値を用いて入力データを校正
データに変換するための変換回路と、
　前記校正データを用いてデータ信号を生成し、前記データ信号を前記画素に供給するた
めのデータ駆動部と、を備え、
　前記電流源は、
　可変電源と、
　第１入力端子が前記可変電源に接続される第１アンプと、
　前記アナログデジタル変換部及び前記画素間のノードと前記第１アンプの出力端子との
間に接続されるセンシング抵抗と、
　前記センシング抵抗の両端に第１入力端子及び第２入力端子がそれぞれ接続され、出力
端子が前記第１アンプの第２入力端子に接続される第２アンプと
　を備え、
　前記センシング抵抗を経由して前記画素に第１電流を供給し、または前記画素から第２
電流をシンクするために、前記可変電源は正極性又は負極性の電圧に可変されることを特
徴とする有機電界発光表示装置。
【請求項６】
　前記校正データは、前記有機発光ダイオードの劣化、前記駆動トランジスタの閾値電圧
及び移動度が補償されるようにビット値が設定されることを特徴とする請求項５に記載の
有機電界発光表示装置。
【請求項７】
　前記第１アンプの前記第１入力端子は正極性入力端子に設定され、前記第２入力端子は
負極性入力端子に設定されることを特徴とする、請求項５または６に記載の有機電界発光
表示装置。
【請求項８】
　前記第２アンプの第１入力端子は前記センシング抵抗と前記第１アンプの出力端子との
間に接続され、第２入力端子は前記センシング抵抗と前記ノードとの間に接続されること
を特徴とする請求項５～７のいずれか一項に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項９】
　前記第１アンプの第２入力端子と前記第２アンプの出力端子との間に接続される第１抵
抗と、
　前記第１アンプの第２入力端子と前記第１アンプの出力端子との間に接続される第１キ
ャパシタと、
　を更に備えることを特徴とする請求項５～８のいずれか一項に記載の有機電界発光表示
装置。
【請求項１０】
　それぞれのチャネル毎に設置され、前記データ駆動部と前記画素との間に位置する第１
スイッチング素子と、
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　前記それぞれのチャネル毎に設置され、前記ノードと前記画素との間に位置する第２ス
イッチング素子と
　を備えることを特徴とする請求項５～９のいずれか一項に記載の有機電界発光表示装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は電流源及びこれを用いた有機電界発光表示装置に関し、特に、画素に電流を供
給したり、シンクしたりするための電流源及びこれを用いた有機電界発光表示装置に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　近年、陰極線管（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）の短所である重さと体積を減ら
すことができる各種平板表示装置が開発されている。平板表示装置としては、液晶表示装
置（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、電界放出表示装置（Ｆｉｅｌｄ
　Ｅｍｉｓｓｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、プラズマ表示パネル（Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓｐ
ｌａｙ　Ｐａｎｅｌ）及び有機電界発光表示装置（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉ
ｔｔｉｎｇ　Ｄｉｓｐｌａｙ）などが挙げられる。
【０００３】
　平板表示装置のうち、有機電界発光表示装置は電子と正孔の再結合によって光を発生す
る有機発光ダイオードを用いて映像を表示する。このような有機電界発光表示装置は、高
い応答速度を有すると同時に、低い消費電力で駆動されるという長所がある。
【０００４】
　図１は、従来の有機電界発光表示装置の画素を示す回路図である。
【０００５】
　図１を参照すれば、従来の有機電界発光表示装置の画素４は、有機発光ダイオードＯＬ
ＥＤと、データ線Ｄｍ及び走査線Ｓｎに接続されて有機発光ダイオードＯＬＥＤを制御す
るための画素回路２とを備える。
【０００６】
　有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極は画素回路２に接続され、カソード電極は
第２電源ＥＬＶＳＳに接続される。このような有機発光ダイオードＯＬＥＤは、画素回路
２から供給される電流に対応する輝度で発光する。
【０００７】
　画素回路２は、走査線Ｓｎに走査信号が供給される時に、データ線Ｄｍに供給されるデ
ータ信号に対応して有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御する。
【０００８】
　このために、画素回路２は第１電源ＥＬＶＤＤと有機発光ダイオードＯＬＥＤとの間に
接続された第２トランジスタＭ２と、第２トランジスタＭ２、データ線Ｄｍ及び走査線Ｓ
ｎの間に接続された第１トランジスタＭ１と、第２トランジスタＭ２のゲート電極と第１
電極との間に接続されたストレージキャパシタＣｓｔとを備える。
【０００９】
　第１トランジスタＭ１のゲート電極は走査線Ｓｎに接続され、第１電極はデータ線Ｄｍ
に接続される。そして、第１トランジスタＭ１の第２電極はストレージキャパシタＣｓｔ
の一側端子に接続される。
【００１０】
　ここで、第１電極はソース電極及びドレイン電極のいずれか１つに設定され、第２電極
は第１電極と異なる電極に設定される。例えば、第１電極がソース電極に設定されると、
第２電極はドレイン電極に設定される。走査線Ｓｎ及びデータ線Ｄｍに接続された第１ト
ランジスタＭ１は、走査線Ｓｎから走査信号が供給される時にターンオンされてデータ線
Ｄｍから供給されるデータ信号をストレージキャパシタＣｓｔに供給する。このとき、ス
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トレージキャパシタＣｓｔはデータ信号に対応する電圧を充電する。
【００１１】
　第２トランジスタＭ２のゲート電極はストレージキャパシタＣｓｔの一側端子に接続さ
れ、第１電極はストレージキャパシタＣｓｔの他側端子及び第１電源ＥＬＶＤＤに接続さ
れる。そして、第２トランジスタＭ２の第２電極は、有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノ
ード電極に接続される。
【００１２】
　このような第２トランジスタＭ２は、ストレージキャパシタＣｓｔに格納された電圧値
に対応して、第１電源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオードＯＬＥＤを経由して第２電源Ｅ
ＬＶＳＳに流れる電流量を制御する。このとき、有機発光ダイオードＯＬＥＤは第２トラ
ンジスタＭ２から供給される電流量に対応する光を生成する。
【００１３】
　しかしながら、このような従来の有機電界発光表示装置は、有機発光ダイオードＯＬＥ
Ｄの劣化による効率変化によって所望の輝度の映像を表示できないという問題がある。
【００１４】
　実際に、時間が経過するにつれて有機発光ダイオードＯＬＥＤが劣化し、これにより、
同一のデータ信号に対応して次第に低い輝度の光が生成されるという問題が発生する。ま
た、従来は画素４のそれぞれに含まれる駆動トランジスタＭ２の閾値電圧／移動度の不均
一によって均一な輝度の画像を表示できないという問題がある。
【００１５】
　このような問題を解決するために、有機発光ダイオードに電流を供給しながら有機発光
ダイオードの劣化情報を抽出し、電流をシンクしながら第２トランジスタＭ２の閾値電圧
及び移動度情報を抽出する特許（韓国出願番号２００７-００３５０１２、２００７-００
８４７３０）が出願された。
【００１６】
　しかしながら、従来の発明では電流をシンクするために、１つ以上のシンク電流源、電
流を供給するために１つ以上のソース電流源がそれぞれ設置されなければならないため、
回路が複雑になり、製造コストが増加するという問題が生じる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１７】
【特許文献１】大韓民国特許公開第２００８－００６６４２１号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１８】
　そこで、本発明は上記事情に鑑みてなされたものであって、その目的は、電流をシンク
したり、供給したりすることができる電流源及びこれを用いた有機電界発光表示装置を提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　前記目的を達成するために、本発明の第１観点による電流源は、可変電源と、第１入力
端子が前記可変電源に接続される第１アンプと、前記第１アンプの出力端子と外部端子と
の間に接続されるセンシング抵抗と、前記センシング抵抗の両端に第１入力端子及び第２
入力端子がそれぞれ接続され、出力端子が前記第１アンプの第２入力端子に接続される第
２アンプとを備え、前記センシング抵抗を経由して前記外部端子に電流を供給し、または
前記外部端子を経由して電流をシンクするために、前記可変電源は正極性又は負極性の電
圧に変換される。
【００２０】
　好ましくは、前記センシング抵抗を経由して前記外部端子に電流を供給したり、前記外
部端子を経由して電流をシンクしたりするために、前記可変電源は正極性又は負極性の電
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圧に変換され得る。前記第１入力端子は正極性入力端子に設定され、前記第２入力端子は
負極性入力端子に設定される。前記第２アンプの第１入力端子は前記センシング抵抗と前
記第１アンプの出力端子との間に接続され、第２入力端子は前記センシング抵抗と前記外
部端子との間に接続される。前記第１アンプの第２入力端子と前記第２アンプの出力端子
との間に接続される第１抵抗と、前記第１アンプの第２入力端子と前記第１アンプの出力
端子との間に接続される第１キャパシタとを更に備える。
【００２１】
　本発明の第２観点による有機電界発光表示装置は、画素と、前記画素に第１電流を供給
したり、前記画素から第２電流をシンクしたりするための電流源と、前記第１電流が前記
画素に含まれている有機発光ダイオードを経由して供給される時に印加される第１電圧を
第１デジタル値に変換し、前記第２電流が前記画素に含まれている駆動トランジスタを経
由してシンクされる時に印加される第２電圧を第２デジタル値に変換するためのアナログ
デジタル変換部と、第１デジタル値及び第２デジタル値を格納するためのメモリと、前記
メモリに格納された第１デジタル値及び第２デジタル値を用いて入力データを校正データ
に変換するための変換回路と、前記校正データを用いてデータ信号を生成し、前記データ
信号を前記画素に供給するためのデータ駆動部とを備え、前記電流源は可変電源と、第１
入力端子が前記可変電源に接続される第１アンプと、前記アナログデジタル変換部及び前
記画素間のノードと前記第１アンプの出力端子との間に接続されるセンシング抵抗と、前
記センシング抵抗の両端に第１入力端子及び第２入力端子がそれぞれ接続され、出力端子
が前記第１アンプの第２入力端子に接続される第２アンプとを備え、前記センシング抵抗
を経由して前記画素に第１電流を供給し、または前記画素から第２電流をシンクするため
に、前記可変電源は正極性又は負極性の電圧に可変される。
【００２２】
　好ましくは、前記校正データは、前記有機発光ダイオードの劣化、前記駆動トランジス
タの閾値電圧及び移動度が補償されるようにビット値が設定される。前記センシング抵抗
を経由して前記画素に第１電流を供給したり、前記画素から第２電流をシンクしたりする
ために、前記可変電源は正極性又は負極性の電圧に変換され得る。前記第１入力端子は正
極性入力端子に設定され、前記第２入力端子は負極性入力端子に設定される。前記第２ア
ンプの第１入力端子は前記センシング抵抗と前記第１アンプの出力端子との間に接続され
、第２入力端子は前記センシング抵抗と前記ノードとの間に接続される。前記第１アンプ
の第２入力端子と前記第２アンプの出力端子との間に接続される第１抵抗と、前記第１ア
ンプの第２入力端子と前記第１アンプの出力端子との間に接続される第１キャパシタとを
更に備える。それぞれのチャネル毎に設置され、前記データ駆動部と前記画素との間に位
置する第１スイッチング素子と、前記それぞれのチャネル毎に設置され、前記ノードと前
記画素との間に位置する第２スイッチング素子とを備える。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明の電流源及びこれを用いた有機電界発光表示装置によれば、１つの電流源を用い
て電流を供給したりシンクしたりでき、回路を単純化できるという効果を奏する。また、
本発明の電流源を用いる場合、製造コストを低減できるという長所がある。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】従来の画素を示す回路図である。
【図２】本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置を示す図である。
【図３】図２に示した画素を示す回路図である。
【図４】図２に示したスイッチング部、センシング部及び変換部を詳細に示す図である。
【図５】図４に示した電流源の接続関係を示す図である。
【図６】図４に示した電流源の実施形態を示す図である。
【図７】図４に示した電流源の他の実施形態を示す図である。
【発明を実施するための形態】
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【００２５】
　以下、本発明の属する技術分野において通常の知識を有する者が本発明を容易に実施で
きる、好適な実施形態が添付された図２～図７を参照して詳細に説明すれば、以下の通り
である。
【００２６】
　図２は、本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置を示す図である。
【００２７】
　図２を参照すれば、本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置は、走査線Ｓ１～Ｓ
ｎ、発光制御線Ｅ１～Ｅｎ、感知線ＣＬ１～ＣＬｎ及びデータ線Ｄ１～Ｄｍと接続される
画素１４０を含む画素部１３０と、走査線Ｓ１～Ｓｎ及び発光制御線Ｅ１～Ｅｎを駆動す
るための走査駆動部１１０と、感知線ＣＬ１～ＣＬｎを駆動するための感知線駆動部１６
０と、データ線Ｄ１～Ｄｍを駆動するためのデータ駆動部１２０と、走査駆動部１１０、
データ駆動部１２０及び感知線駆動部１６０を制御するためのタイミング制御部１５０と
を備える。
【００２８】
　また、本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置は、画素１４０のそれぞれに含ま
れる有機発光ダイオードの劣化情報、駆動トランジスタの閾値電圧及び移動度情報を抽出
するためのセンシング部１８０と、センシング部１８０とデータ駆動部１２０を選択的に
データ線Ｄ１～Ｄｍに接続させるためのスイッチング部１７０と、センシング部１８０で
センシングされた情報を格納し、これを用いて有機発光ダイオードの劣化、駆動トランジ
スタの閾値電圧及び移動度と関係なく、均一な輝度の映像を表示できるように入力データ
を変換する変換部１９０と、を更に備える。
【００２９】
　画素部１３０は、走査線Ｓ１～Ｓｎ、発光制御線Ｅ１～Ｅｎ及びデータ線Ｄ１～Ｄｍの
交差部に位置する画素１４０を備える。画素１４０は、外部から第１電源ＥＬＶＤＤ及び
第２電源ＥＬＶＳＳの供給を受ける。このような画素１４０は、データ信号に対応して第
１電源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオードを経由して第２電源ＥＬＶＳＳに供給される電
流量を制御する。そして、有機発光ダイオードで所定輝度の光が生成される。
【００３０】
　走査駆動部１１０は、タイミング制御部１５０の制御によって走査線Ｓ１～Ｓｎに走査
信号を供給する。また、走査駆動部１１０は、タイミング制御部１５０の制御を受けて、
発光制御線Ｅ１～Ｅｎに発光制御信号を供給する。
【００３１】
　感知線駆動部１６０は、タイミング制御部１５０の制御を受けて、感知線ＣＬ１～ＣＬ
ｎに感知信号を供給する。
【００３２】
　データ駆動部１２０は、タイミング制御部１５０の制御を受けて、データ線Ｄ１～Ｄｍ
にデータ信号を供給する。
【００３３】
　スイッチング部１７０は、センシング部１８０とデータ駆動部１２０を選択的にデータ
線Ｄ１～Ｄｍに接続させる。このために、スイッチング部１７０はデータ線Ｄ１～Ｄｍの
それぞれと（即ち、それぞれのチャネル毎に）接続される、一対のスイッチング素子を備
える。
【００３４】
　センシング部１８０は、画素１４０のそれぞれに含まれる有機発光ダイオードの劣化情
報を抽出し、抽出された劣化情報を変換部１９０に供給する。また、センシング部１８０
は、画素１４０のそれぞれに含まれる駆動トランジスタの閾値電圧及び移動度情報を抽出
し、抽出された閾値電圧及び移動度情報を変換部１９０に供給する。このために、センシ
ング部１８０はデータ線Ｄ１～Ｄｍのそれぞれと（即ち、それぞれのチャネル毎に）接続
される、電流源を備える。
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【００３５】
　ここで、前記有機発光ダイオードの劣化情報を抽出する段階は、有機電界発光表示装置
に電源が印加された後、映像が表示される前の第１非表示期間に行われることが好ましい
。即ち、有機発光ダイオードの劣化情報の抽出は、有機電界発光表示装置に電源が印加さ
れる度に実行され得る。
【００３６】
　これに対し、前記駆動トランジスタの閾値電圧及び移動度情報を抽出する段階は、有機
電界発光表示装置に電源が印加された後、映像が表示される前の第２非表示期間に実行さ
れ得る。または、当該閾値電圧及び移動度情報を抽出する段階は、最初の有機電界発光表
示装置が製品として出荷される前に行われ、それによる閾値電圧及び移動度情報が製品の
出荷時に予め設定された情報としても提供され得る。即ち、駆動トランジスタの閾値電圧
及び移動度情報の抽出は有機電界発光表示装置に電源が印加される度に行われるか、又は
製品の出荷前に実行結果が予め格納されることで、電源が印加される度に前記閾値電圧及
び移動度情報の抽出を実行せず、前記予め格納された情報を利用することもできる。
【００３７】
　変換部１９０は、センシング部１８０から供給される劣化情報、閾値電圧及び移動度情
報を格納する。ここで、前記変換部１９０は、あらゆる画素に含まれる有機発光ダイオー
ドの劣化情報、駆動トランジスタの閾値電圧及び移動度情報を格納する。このために、変
換部１９０は、メモリと、前記メモリに格納された情報を用いて有機発光ダイオードの劣
化、駆動トランジスタの閾値電圧及び移動度と関係なく、均一な輝度の映像を表示できる
ようにタイミング制御部から入力されるデータＤａｔａを校正データＤａｔａ’に変換す
る変換回路を備える。
【００３８】
　タイミング制御部１５０は、データ駆動部１２０、走査駆動部１１０及び感知線駆動部
１６０を制御する。
【００３９】
　また、外部から入力されてタイミング制御部１５０から出力されるデータＤａｔａは、
前記変換部１９０により有機発光ダイオードの劣化、駆動トランジスタの閾値電圧及び移
動度を補償するように校正データＤａｔａ’に変換されてデータ駆動部１２０に供給され
る。そして、データ駆動部１２０は、前記変換された校正データＤａｔａ'を用いてデー
タ信号を生成し、生成されたデータ信号を画素１４０に供給する。
【００４０】
　図３は、図２に示した画素の実施形態を示しており、説明の便宜上、第ｍのデータ線Ｄ
ｍ及び第ｎの走査線Ｓｎに接続された画素を示す。
【００４１】
　図３を参照すれば、本発明の実施形態に係る画素１４０は、有機発光ダイオードＯＬＥ
Ｄと、有機発光ダイオードＯＬＥＤに電流を供給するための画素回路１４２とを備える。
【００４２】
　有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極は画素回路１４２に接続され、カソード電
極は第２電源ＥＬＶＳＳに接続される。このような有機発光ダイオードＯＬＥＤは、画素
回路１４２から供給される電流に対応して所定輝度の光を生成する。
【００４３】
　画素回路１４２は、走査線Ｓｎに走査信号が供給される時にデータ線Ｄｍに供給される
データ信号の供給を受ける。また、画素回路１４２は、感知線ＣＬｎに感知信号が供給さ
れる時に、有機発光ダイオードＯＬＥＤの劣化情報又は駆動トランジスタ（即ち、第２ト
ランジスタＭ２）の閾値電圧及び移動度情報をセンシング部１８０に提供する。このため
に、画素回路１４２は、４つのトランジスタＭ１～Ｍ４及びストレージキャパシタＣｓｔ
を備える。
【００４４】
　第１トランジスタＭ１のゲート電極は走査線Ｓｎに接続され、第１電極はデータ線Ｄｍ
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に接続される。そして、第１トランジスタＭ１の第２電極は、ストレージキャパシタＣｓ
ｔの第１端子に接続される。このような第１トランジスタＭ１は、走査線Ｓｎに走査信号
が供給される時にターンオンされる。ここで、走査信号は第２トランジスタＭ２の閾値電
圧及び移動度情報がセンシングされる期間、データ信号がストレージキャパシタＣｓｔに
格納される期間に供給される。
【００４５】
　第２トランジスタＭ２のゲート電極はストレージキャパシタＣｓｔの第１端子に接続さ
れ、第１電極はストレージキャパシタＣｓｔの第２端子及び第１電源ＥＬＶＤＤに接続さ
れる。このような第２トランジスタＭ２は、ストレージキャパシタＣｓｔに格納された電
圧値に対応して、第１電源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオードＯＬＥＤを経由して第２電
源ＥＬＶＳＳに流れる電流量を制御する。このとき、有機発光ダイオードＯＬＥＤは、第
２トランジスタＭ２から供給される電流量に対応する光を生成する。
【００４６】
　第３トランジスタＭ３のゲート電極は発光制御線Ｅｎに接続され、第１電極は第２トラ
ンジスタＭ２の第２電極に接続される。そして、第３トランジスタＭ３の第２電極は、有
機発光ダイオードＯＬＥＤに接続される。このような第３トランジスタＭ３は、発光制御
線Ｅｎに発光制御信号が供給される時にターンオフされ、発光制御信号が供給されない時
にターンオンされる。ここで、発光制御信号はストレージキャパシタＣｓｔにデータ信号
に対応する電圧が充電される期間、及び、有機発光ダイオードＯＬＥＤの劣化情報がセン
シングされる間に供給される。
【００４７】
　第４トランジスタＭ４のゲート電極は感知線ＣＬｎに接続され、第１電極は第３トラン
ジスタＭ３の第２電極に接続される。また、第４トランジスタＭ４の第２電極はデータ線
Ｄｍに接続される。このような第４トランジスタＭ４は、感知線ＣＬｎに感知信号が供給
される時にターンオンされ、その他の場合にターンオフされる。ここで、感知信号は有機
発光ダイオードＯＬＥＤの劣化情報がセンシングされる期間、第２トランジスタＭ２の閾
値電圧及び移動度情報がセンシングされる間に供給される。
【００４８】
　図４は、図２に示したスイッチング部、センシング部及び変換部を詳細に示す図である
。図４では説明の便宜上、第ｍのデータ線Ｄｍと接続される構成を示す。
【００４９】
　図４を参照すれば、スイッチング部１７０のそれぞれのチャネルには一対のスイッチン
グ素子ＳＷ１、ＳＷ２が備えられる。センシング部１８０のそれぞれのチャネルには電流
源１８１及びアナログデジタル変換部（Ａｎａｌｏｇ－Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｃｏｎｖｅｒｔ
ｅｒ：以下、「ＡＤＣ」という）１８２が備えられる。ここで、ＡＤＣは多数のチャネル
当たり１つ、又は全てのチャネルが１つのＡＤＣを共有して使用できる。変換部１９０は
、メモリ１９１及び変換回路１９２を備える。
【００５０】
　スイッチング部１７０の第１スイッチング素子ＳＷ１は、データ駆動部１２０とデータ
線Ｄｍとの間に位置する。このような第１スイッチング素子ＳＷ１は、データ駆動部１２
０を介してデータ信号が供給される時にターンオンされる。即ち、第１スイッチング素子
ＳＷ１は、有機電界発光表示装置が所定の映像を表示する期間にターンオン状態を維持す
る。
【００５１】
　スイッチング部１７０の第２スイッチング素子ＳＷ２は、センシング部１８０とデータ
線Ｄｍとの間に位置する。このような第２スイッチング素子ＳＷ２は、センシング部１８
０を介して画素部１３０の各画素１４０から、有機発光ダイオードＯＬＥＤの劣化情報又
は第２トランジスタＭ２の閾値電圧及び移動度情報がセンシングされる間にターンオンさ
れる。
【００５２】
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　このとき、第２スイッチング素子ＳＷ２は、有機電界発光表示装置に電源が印加された
後に映像が表示される前までの非表示期間にターンオン状態を維持するか、又は製品が出
荷される前の非表示期間にターンオン状態を維持する。
【００５３】
　更に詳細に説明すれば、有機発光ダイオードＯＬＥＤの劣化情報のセンシングは、有機
電界発光表示装置に電源が印加された後、映像が表示される前の第１非表示期間に行われ
ることが好ましい。即ち、有機発光ダイオードＯＬＥＤの劣化情報センシングは、有機電
界発光表示装置に電源が印加される度に実行され得る。
【００５４】
　これに対し、前記駆動トランジスタの移動度及び閾値電圧情報をセンシングする場合に
は、有機電界発光表示装置に電源が印加された後、映像が表示される前の第２非表示期間
に実行され得るだけでなく、最初の有機電界発光表示装置が製品として出荷される前にも
実行され得る。
【００５５】
　電流源１８１は、画素１４０に電流を供給して有機発光ダイオードＯＬＥＤの劣化情報
をセンシングするか、画素１４０から電流をシンクして駆動トランジスタの移動度及び閾
値電圧情報をセンシングする。
【００５６】
　このような電流源１８１は、図５に示すように、第２スイッチＳＷ２とＡＤＣ１８２と
の間の第１ノードＮ１に接続され、第１電流を供給したり、第２電流をシンクしたりする
。言い換えると、電流源１８１は、第１電流を供給するときには電流が電流源１８１から
画素１４０に向かう方向（図示右方向）に流れ、第２電流をシンクするときには電流が画
素１４０から電流源１８１に向かう方向（図示左方向）に流れる。従って、本明細書で電
流をシンクするということは、電流が画素１４０から電流源１８１に向かう方向に流れる
ことを意味する。
【００５７】
　第１電流が画素１４０に供給されると、データラインＤｍに所定電圧（第１電圧）が生
成され、この電圧がＡＤＣ１８２に供給される。第１電流は、画素１４０に含まれる有機
発光ダイオードＯＬＥＤを経由して供給される。従って、第１電圧には有機発光ダイオー
ドＯＬＥＤの劣化情報が含まれることになる。
【００５８】
　これを詳細に説明すれば、有機発光ダイオードＯＬＥＤが劣化するほど、有機発光ダイ
オードＯＬＥＤの抵抗値が変化される。従って、有機発光ダイオードＯＬＥＤの劣化に対
応して第１電圧の電圧値が変化され、これにより、有機発光ダイオードＯＬＥＤの劣化情
報を抽出できる。
【００５９】
　一方、第１電流の電流値は、定められた時間内に所定の電圧が印加されるように、多様
に設定され得る。例えば、第１電流は画素１４０が最大輝度で発光する時、有機発光ダイ
オードＯＬＥＤに流れなければならない電流値に設定され得る。
【００６０】
　第２電流が画素１４０からシンクされると、データラインＤｍに所定電圧（第２電圧）
が生成され、この電圧がＡＤＣ１８２に供給される。第２電流は、画素１４０に含まれる
第２トランジスタＭ２を経由して供給される。従って、第２電圧には第２トランジスタＭ
２の閾値電圧及び移動度情報が含まれる。一方、第２電流は、駆動トランジスタの閾値電
圧及び移動度情報が安定して抽出され得るように電流値が設定される。例えば、第２電流
は第１電流と同じ電流値に設定され得る。
【００６１】
　ＡＤＣ１８２は、第１電圧を第１デジタル値に変換し、第２電圧を第２デジタル値に変
換して、変換部１９０に供給する。
【００６２】
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　変換部１９０は、メモリ１９１及び変換回路１９２を備える。
【００６３】
　メモリ１９１は、ＡＤＣ１８２から供給される第１デジタル値及び第２デジタル値を格
納する。実際に、メモリ１９１は、画素部１３０に含まれる全ての画素１４０のそれぞれ
の第２トランジスタＭ２の閾値電圧及び移動度情報と、有機発光ダイオードＯＬＥＤの劣
化情報が格納される。
【００６４】
　変換回路１９２は、メモリ１９１に格納された第１デジタル値及び第２デジタル値を用
いて有機発光ダイオードＯＬＥＤの劣化、駆動トランジスタＭ２の閾値電圧及び移動度と
関係なく、均一な輝度の映像を表示できるようにタイミング制御部１５０から伝達を受け
た入力データＤａｔａを校正データＤａｔａ’に変換する。
データ駆動部１２０は前記校正データＤａｔａ’を用いてデータ信号を生成し、生成され
たデータ信号を画素１４０に供給する。
【００６５】
　図６は、図４に示した電流源を詳細に示す図である。
【００６６】
　図６を参照すれば、本発明の実施形態に係る電流源１８１は、可変電源１８５、第１ア
ンプ１８３、第２アンプ１８４及びセンシング抵抗Ｒｓを備える。
【００６７】
　可変電源１８５は、正極性及び負極性に変換される電源で、ユーザによって多様な電圧
に調節可能である。
【００６８】
　第１アンプ１８３の第１入力端子（＋）（正極性入力端子）は可変電源１８３に接続さ
れ、出力端子はセンシング抵抗Ｒｓに接続される。
【００６９】
　センシング抵抗Ｒｓは、第１アンプ１８３の出力端子と第１ノードＮ１（又は外部端子
）との間に接続される。センシング抵抗Ｒｓには、第１アンプ１８３から供給される電流
に対応する電圧が印加される。
【００７０】
　第２アンプ１８４の第１入力端子（＋）及び第２入力端子（－）（負極性入力端子）は
、センシング抵抗Ｒｓの両端にそれぞれ接続される。詳細に説明すれば、第２アンプ１８
４の第１入力端子（＋）は、第１アンプ１８３の出力端子とセンシング抵抗Ｒｓとの間に
接続され、第２入力端子（－）はセンシング抵抗Ｒｓと第１ノードＮ１との間に接続され
る。そして、第２アンプ１８４の出力端子は、第１アンプ１８３の第２入力端子（－）に
接続される。このような第２アンプ１８４は、センシング抵抗Ｒｓに印加される電圧を第
１アンプ１８３の第２入力端子（－）に供給する。
【００７１】
　電流源１８１の動作過程を詳細に説明する。まず可変電源１８５から第１アンプ１８３
の第１入力端子（＋）に正極性の電圧が印加される。ここで、第１アンプ１８３は、第１
入力端子（＋）と第２入力端子（－）が等電位（同じ電圧）に設定されるように出力電圧
（又は出力電流）を制御する。従って、第２アンプ１８４のゲインを「１」に設定する場
合、センシング抵抗Ｒｓの電圧が可変電源１８５の電圧と同一になるまでセンシング抵抗
Ｒｓの電圧が変化される。この場合、センシング抵抗Ｒｓの電圧が変化する間に流れる電
流が、第１ノードＮ１に供給される。即ち、可変電源１８５の電圧が正極性の電圧に設定
される場合、所定の電流が第１ノードＮ１に供給される。
【００７２】
　また、可変電源１８５から第１アンプ１８３の第１入力端子（＋）に負極性の電圧が印
加される場合、第１アンプ１８３は、第１入力端子（＋）と第２入力端子（－）が等電位
（同じ電圧）に設定されるように出力電圧（又は出力電流）を制御する。この場合、セン
シング抵抗Ｒｓの電圧が変化される間に所定の電流が第１ノードＮ１からシンクされる。
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実際に、第１ノードＮ１に流れる電流は、式１によって決定される。
【００７３】
【数１】

【００７４】
　式１において、Ｖｉｎは可変電源１８５を意味し、Ｇは第２アンプ１８４のゲインを意
味する。ここで、ゲインＧ及びセンシング抵抗Ｒｓの抵抗値は固定されたものであり、第
１ノードＮ１に流れる電流は可変電源１８５によって決定される。
【００７５】
　前述したように、本発明の電流源１８１は可変電源１８５の電圧を制御しながら電流を
供給したり、電流をシンクしたりできるという長所がある。また、可変電源１８５の電圧
を制御して電流の量を自由に調節できるという長所がある。
【００７６】
　一方、本発明の電流源１８１は、図７のように、第１アンプ１８３の第２入力端子（－
）と第２アンプ１８４の出力端子との間に接続される第１抵抗Ｒ１と、第１アンプ１８３
の第２入力端子（－）と出力端子との間に接続される第１キャパシタＣ１を追加で備える
ことができる。このような第１抵抗Ｒ１と第１キャパシタＣ１は、第１アンプ１８３が発
振するのを防止して安全性を確保できる。
【００７７】
　以上説明したように、本発明の最も好ましい実施の形態について説明したが、本発明は
、上記記載に限定されるものではなく、特許請求の範囲に記載され、又は明細書に開示さ
れた発明の要旨に基づき、当業者において様々な変形や変更が可能なのはもちろんであり
、斯かる変形や変更が、本発明の範囲に含まれることは言うまでもない。
【符号の説明】
【００７８】
Ｓ１～Ｓｎ：走査線、
Ｅ１～Ｅｎ：発光制御線、
ＣＬ１～ＣＬｎ：感知線、
Ｄ１～Ｄｍ：データ線、
１４０：画素、
１３０： 画素部、
１１０：走査駆動部、
ＣＬ１～ＣＬｎ：感知線
１６０：感知線駆動部１６０、
１２０：データ駆動部、
１５０：タイミング制御部。
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